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軽量化で地球の未来に貢献する

 Ahrestyで良かった！を実現する

技術探究を続け、唯一を生み出す期待を超える
2040

2040年ビジョン

ありたい姿



株主の皆様へ
株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚 く御礼申し上げます。
当社グループの2021年度第2四半期の業績と 今後の展望についてご報告いたします。
今後とも、皆様のご支援をどうぞよろしくお願い いたします。

　21年度上期の受注量は、コロナ禍で大きく落ち込
んだ20年度上期を底に回復してきましたが、コロナ
前の18年度に比べ7割程度の水準に留まりました。
世界的な半導体不足、東南アジアでの新型コロナ感
染拡大による部品供給ひっ迫から自動車減産が続き、
年初計画を下回りました。また、昨年夏から続くアル
ミ地金市況の高騰により原材料の調達コスト増も重
なり、21年度上期の業績は不本意な結果となりまし
た。株主の皆様にはご心配、ご迷惑をおかけし申し訳
ございません。下期より顧客各社の生産回復が計画
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2021年度上期の業績と今後の見通し

※21年度以降は予測



株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚 く御礼申し上げます。
当社グループの2021年度第2四半期の業績と 今後の展望についてご報告いたします。
今後とも、皆様のご支援をどうぞよろしくお願い いたします。

され、当社の受注も第4四半期より回復が見込まれま
すが、コロナ前との比較では、まだ8割程度の水準に
留まる予測です。世界の自動車需要は旺盛であり、部
品不足が解消され早期に生産回復することを期待し
ております。
　このような厳しい外部環境の中、当社では収益体
質の改善・強化を進めております。原価低減におい
ては、19-21中期経営計画に基づき、生産性改善と共
にリーンな生産体制の構築を進めております。生産
規模に合わせた適正な人員配置、ラインの工夫、業
務見直し等の効率化で、連結総人員は19年度で
7,300名余から約6,100名まで減少しました。さらに、
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ダイカスト金型製作においては、国内の金型製作事
業会社3社を統合し、グループの海外ネットワークも
活用してグローバルでの金型生産分業を進め、競争
力を強化してまいります。

　自動車の電動化は、当社のマーケットである日本、
北米、中国、インド全ての地域で進展しています。当
社では、全地域で積極的に電動車（EV、HEV、PHEV、
FCV）搭載部品の受注活動を行っております。その結
果、新規受注品における電動車への搭載比率は、18
年度は約13％でしたが、21年度は上期時点で約
65%まで上がり、今後さらに増加すると予測しており
ます。これらの受注製品は、HEVへの搭載部品が多く
を占めますが、現在EV関連部品の営業活動も強化し
ております。今後もビジネス領域拡大を目指し、各国

電動化に向けた当社の対応
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の状況変化を捉えながら営業活動を展開してまい
ります。また、当社グループは、「アルミダイカスト製
品供給によるクルマのエネルギー消費効率向上」、

「エネルギー効率の改善等による使用化石燃料資源
の低減」に取り組み、気候変動への対策に貢献し、社
会と共に持続的成長を目指します。

　自動車産業の変革が本格化しています。2050年
カーボンニュートラルという地球環境のための変革、
自動車の電動化という大きな変化の中で、私たちも
変わらなければなりません。2038年に当社が創立
100周年を迎えることも見据えて、国内外の若手社
員が新たなビジョンの検討を行い「軽量化で地球の
未来に貢献する」、「Ahrestyで良かった！を実現す
る」、「技術探究を続け、唯一を生み出す」の3つをあ

りたい姿とした2040年ビジョン『 期待を超える
2040』をまとめました。この2040年ビジョン達成
のための重要な中間目標地点として「新10年長期
ビジネスプラン」を現在策定中です。さらに来年度
からの次期中期経営計画において具体化し各施策
を推進します。事業環境は今後も大きな変化が予測
されますが、2040年ビジョン達成に向けてグルー
プ一丸となって企業価値向上に努めてまいりますの
で、一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げま
す。

2021年12月

高橋　新代表取締役社長
最高執行責任者
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Topics
アーレスティは、アメリカ大手自動車部品
メーカーのボルグワーナー社と新規取引を
開始しました。
9月27日、アーレスティメヒカーナより
BorgWarner PDS, S. de R.L. de C.V.へ
トランスファーケースの量産初品を出荷し
ました。当日はセレモニーを開催し、ラッ
ピングトラックを見送りました。 

アーレスティの公式Twitterアカウントを開設しました。アーレスティに関するニュースや話題、企業活動など様々
な情報を発信しています。Twitterアカウントをお持ちの方は、ぜひフォローをお願いします。Twitterアカウント
をお持ちでない方も下記URLよりご覧いただけます。

公式Twitterアカウント開設のお知らせ

アーレスティは2030年度のCO2排出量原単位において、50％低
減（2013年度比）を目標としていきます。カーボンニュートラル
の実現に向けて、エネルギー転換、省エネ対策、再生可能エネル
ギー活用等に加え、新たな技術開発にも取り組みます。

基準年（2013年度） 2030年度

CO2排出量原単位

50％低減

カーボンニュートラルの実現に向けて

米ボルグワーナー社との新規取引開始

【公式アカウント概要】 アカウント名：株式会社アーレスティ
ユーザー名：@ahresty_pr
URL：https://twitter.com/ahresty_pr



 会社概要　 （2021年9月30日現在）
商号 株式会社 アーレスティ
設立 1943年11月2日
資本金 6,964百万円
従業員数 870名（連結6,144名）

 主な事業内容　 
ダイカスト事業 アルミニウム合金を主材料とするダイカスト製品、

金型の製造・販売　
ダイカスト製品は、自動車部品、汎用エンジン部品、
産業用機械部品等

アルミニウム事業 アルミニウムの合金地金の製造・販売
完成品事業 建築用床材料等の製造・販売

 株式の状況　 
発行可能株式総数 60,000,000 株
発行済株式の総数 26,076,717 株（うち自己株式 250,533 株）
株主数 6,890 名

Corporate Information

公式ホームページ・Twitterでは、株主の皆様に当社の最新情報をお届けしております。下記URLより併せてご覧ください。

公式ホームページ・Twitterのご案内

【ホームページ】 【Twitter】

 株主メモ
事業年度 4月1日〜翌年3月31日
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
定時株主総会 毎年6月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1
℡　0120－232－711（平日９：00－17：00）
郵送先：〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所
公告の方法 電子公告により行う

公告掲載URL
https://www.ahresty.co.jp

（ただし、電子公告によることができない事
故、その他のやむを得ない事由が生じたとき
には、日本経済新聞に公告いたします。）

https://www.ahresty.co.jp/ https://twitter.com/ahresty_pr


